
2023年度　ブライダルホテル科　教育課程

単位 時間 単位 時間 単位 時間 単位 時間 単位 時間

ブ ラ イ ダ ル コ ー デ ィ ネ ー ト 技 能 検 定 Ⅰ 1 30 1 30

ブ ラ イ ダ ル コ ー デ ィ ネ ー ト 技 能 検 定 Ⅱ 1 30 1 30

全 米 ブ ラ イ ダ ル プ ラ ン ナ ー 検 定 Ⅰ 1 30 1 30

全 米 ブ ラ イ ダ ル プ ラ ン ナ ー 検 定 Ⅱ 1 30 1 30

現 代 ブ ラ イ ダ ル 総 論 1 30 1 30

現 代 ホ テ ル 理 論 Ⅰ 1 30 1 30

現 代 ホ テ ル 理 論 Ⅱ 1 30 1 30

ホ テ ル ビ ジ ネ ス 基 礎 Ⅰ 1 30 1 30

ホ テ ル ビ ジ ネ ス 基 礎 Ⅱ 1 30 1 30

ブ ラ イ ダ ル コ ス チ ュ ー ム Ⅰ 1 30 1 30

ブ ラ イ ダ ル コ ス チ ュ ー ム Ⅱ 1 30 1 30

ブ ラ イ ダ ル プ ロ デ ュ ー ス Ⅰ 2 60 2 60

ブ ラ イ ダ ル プ ロ デ ュ ー ス Ⅱ 2 60 2 60

セ レ モ ニ － プ ロ デ ュ ー ス Ⅰ 2 60 2 60

セ レ モ ニ － プ ロ デ ュ ー ス Ⅱ 2 60 2 60

ブ ラ イ ダ ル 企 画 運 営 1 30 1 30

レ ス ト ラ ン サ ー ビ ス 1 30 1 30 2 60

ホ テ ル ビ ジ ネ ス 実 務 1 30 1 30

フ ラ ワ ー コ ー デ ィ ネ ー ト Ⅰ 1 30 1 30

フ ラ ワ ー コ ー デ ィ ネ ー ト Ⅱ 1 30 1 30

和 装 ・ 着 付 け 2 60 2 60

京 都 和 婚 2 60 2 60

ブ ラ イ ダ ル プ ラ ン ニ ン グ 演 習 1 30 1 30

ブ ラ イ ダ ル 広 告 研 究 1 30 1 30

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ 2 60 2 60

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ 2 60 2 60

色 彩 学 Ⅰ 1 30 1 30

色 彩 学 Ⅱ 1 30 1 30

ブ ラ イ ダ ル ヘ ア メ イ ク 1 30 1 30

メ イ ク ア ッ プ 基 礎 2 60 2 60

メ イ ク セ ラ ピ ー 2 60 2 60

ヘ ア ア レ ン ジ 1 30 1 30

ビ ジ ネ ス 基 礎 Ⅰ 1 30 1 30

ビ ジ ネ ス 基 礎 Ⅱ 1 30 1 30

硬 筆 書 写 Ⅰ 1 30 1 30

硬 筆 書 写 Ⅱ 1 30 1 30

サ ー ビ ス 接 遇 Ⅰ 1 30 1 30

サ ー ビ ス 接 遇 Ⅱ 1 30 1 30

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ・ デ ィ ベ ー ト 学 Ⅰ 1 30 1 30

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ・ デ ィ ベ ー ト 学 Ⅱ 1 30 1 30

英 会 話 基 礎 1 30 1 30

英 会 話 応 用 1 30 1 30

観 光 英 語 Ⅰ 1 30 1 30

観 光 英 語 Ⅱ 1 30 1 30

ブ ラ イ ダ ル 企 業 研 究 1 30 1 30

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 1 30 1 30

基 本 IT 技 術 Ⅰ 2 60 2 60

基 本 IT 技 術 Ⅱ 2 60 2 60

基 本 IT 技 術 Ⅲ 2 60 2 60

ソ ー シ ャ ル メ デ ィ ア 1 30 1 30

18 540 19 570 15 450 12 360 64 1,920

論 理 的 思 考 力 基 礎 1 30 1 30

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 Ⅰ 1 30 1 30

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 Ⅱ 1 30 1 30

0 0 1 30 0 0 2 60 3 90

18 540 20 600 15 450 14 420 67 2,010

※単位： 90分 × 15週の 座学（授業） または 実習 をもって1単位とする。ただし校外実習などこれによりがたい場合は別途決定する

※科目履修（単位）認定の要件： 80％以上の出席 および 期末試験 60点以上

※卒業の要件： 必修科目 62単位（1,860時間）の履修

総計(必修＋選択）

必
修
科
目

ブライダル分野

講義

実習

トータルビューティ分野

講義

実習

ビジネス基礎力分野
キャリア基礎力分野

講義

実習

必修科目計

選
択
科
目

ビジネス基礎力分野 講義

選択科目計

区分 履修科目名

1年 2年

前期 後期 前期 後期
合計



シラバス2023

単位数 1

対象学生 １年生

開設時期 前期

回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合

◎ ○ ○ ○ 40

◎ ○ ◎ ○ 20

◎ ○ ○ 20

◎ ○ 20

評価なし

評価なし

○ 欠格条件

担当教員 実務経験紹介

定期試験 S(４):90点以上

小テスト A(３):80点以上

検定結果 B(２):70点以上

授業態度 C(１):60点以上

國定　章子 https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/kunisada/

発表・作品 D:59点未満　未修得

演習 　

出席

Lesson1～４までの総復習 ブライダル概論及びBIA検定の授業範囲の総復習

期末テスト １回～14回の内容で期末テスト実施

成績評価方法

単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
成績点７０％、提出物＆授業態度点２０％、出席点１０％を換算して総合評価を行う。

成績評価基準

Lesson3
　ブライダルの基礎

披露宴～二次会、海外ウェディング、新婚旅行について

Lesson４
　コーディネーター業務

ブライダルセールスの特徴（商品特徴）、セールスと施行、新規から成約までの流れを学
ぶ

Lesson1～４までの総復習 ブライダル概論及びBIA検定の授業範囲の総復習

Lesson3
　ブライダルの基礎

様々な挙式①：キリスト教式・シビルマリッジ

Lesson3
　ブライダルの基礎

様々な挙式①：神前式・仏前式

復習テスト BIA検定過去問も含めた復習小テストの実施及び解説

復習テスト BIA検定過去問も含めた復習小テストの実施及び解説

Lesson3
　ブライダルの基礎

見合い・結納について・顔合わせについて

Lesson3
　ブライダルの基礎

新郎新婦の結婚までのスケジュール。検討必要事項及び時期を学ぶ。

Lesson２
　ブライダルビジネス

ブライダルビジネスと呼ばれる業種を学ぶ・市場の推移を知る

Lesson２
　ブライダル業種

結婚式会場・披露宴会場・その他ブライダルビジネスについて

Lesson２
　ブライダル業界の1年

繁忙期・閑散期・集客のシステムについて

授業計画（全体）

基本的な知識を修得し応用に発展する

授業計画（授業単位）

主　題 授　業　内　容 備考

オリエンテーション　　　Lesson１
　　　　　　　　　　　　　　　　結婚とは

検定の趣旨・特徴・受験の手続きなど案内　　　結婚とは

□ 知識・理解の観点 日本のブライダルの歴史、ブライダルビジネスの現状が把握できる　

□ 思考・判断の観点 過去のＢＩＡ検定問題に出題されているブライダルの基礎知識を間違いなく選択することができる

□ 関心・意欲の観点 ブライダルに関する関心を広げ、各ブライダル業種や関連業種について調べ、説明する事ができる

□ 態度の観点 日常生活の中でブライダルについて主体的に考えることができる

□ 技能・表現の観点 前期で学んだ範囲のBIA検定過去問題を解くことができる

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

ＢＩＡ検定対策授業。ブライダルコーディネーター検定3級取得の対策を通し、ブライダル業界へ従事する為の基礎知識を学ぶ。

授業の一般目標 日本のブライダル業界で必要な基礎知識、及びブライダルコーディネーター業務について学ぶ

受講条件 出席率８０％以上が前提となる。

事前学習について
（テキスト・参考書等）

授業の到達目標

科目名 ブライダルコーディネート技能検定Ⅰ 科目コード

授業形態 講義 開設期 半期

区分 必修 教員実務経験対象 有



シラバス2023

単位数 1

対象学生 １年生

開設時期 後期

回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合

◎ ○ ○ ○ 50

◎ ○ ◎ ○ 20

○ ◎ 10

◎ ○ 20

評価なし

評価なし

○ 欠格条件

担当教員 実務経験紹介

定期試験 S(４):90点以上

小テスト A(３):80点以上

宿題授業外レポート B(２):70点以上

授業態度 C(１):60点以上

國定　章子 https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/kunisada/

発表・作品 D:59点未満　未修得

演習 　

出席

総復習 コーディネーター業務の総復習を行い、期末テスト対策を実施。

期末テスト 前後期授業で学んだ内容で実施

成績評価方法

単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
成績点７０％、提出物＆授業態度点２０％、出席点１０％を換算して総合評価を行う。

成績評価基準

Lesson7
　手配業務

引出物・引菓子・写真撮影や映像素材の種類などについて学習する

BIA検定対策集中授業 過去問題を繰り返し行い、解説。問題対策を行う。

BIA検定対策集中授業 過去問題を繰り返し行い、解説。問題対策を行う。

Lesson６　・Lesson8
　ブライダルアイテムの選択・当日業務

披露宴の進行、司会や音響の役割、各種演出について理解する。

復習テスト BIA検定過去問も含めた復習テストの実施及び解説

Lesson7
　手配業務

引出物・引菓子・写真撮影や映像素材の種類などについて学習する

復習テスト BIA検定過去問も含めた復習テストの実施及び解説

Lesson６
　ブライダルアイテムの選択

婚礼料理、飲み物、ウェディングケーキについて学習する

Lesson６　・Lesson8
　ブライダルアイテムの選択・当日業務

披露宴の進行、司会や音響の役割、各種演出について理解する。

Lesson5
　打合せ業務

成約から披露宴本番までの打合せの流れについて学習する

Lesson6・Lesson8
ブライダルアイテムの選定・当日業務

会場コーディネイト・テーブルプラン・テーブルセッティングついて理解する

Lesson6・Lesson7
　ブライダルアイテムの選択・手配業務

ペーパーアイテム（招待状・席札など）について発送時期や基本ルールを学習する

授業計画（全体）

基本的な知識を修得し応用に発展する

授業計画（授業単位）

主　題 授　業　内　容 備考

オリエンテーション 検定試験に関する詳細説明・前期復習・後期授業範囲について学習する

□ 知識・理解の観点 ブライダルコーディネーターの業務内容を説明する事ができる

□ 思考・判断の観点 ＢＩＡ検定問題の基礎知識を間違いなく選択することができ、得た知識を他の実技授業で活かす事が出来る。

□ 関心・意欲の観点 ブライダルに関する関心を広げ、各ブライダル業種や関連業種について調べ、説明する事ができる

□ 態度の観点 日常生活の中でブライダルについて主体的に考えることができる

□ 技能・表現の観点 ＢＩＡ検定3級を取得できる

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

ＢＩＡ検定対策授業。ブライダルコーディネーター検定3級取得の対策を通し、ブライダル業界へ従事する為の基礎知識を学ぶ。

授業の一般目標 日本のブライダル業界で必要な基礎知識、及びブライダルコーディネーター業務について学ぶ

受講条件 出席率８０％以上が前提となる。

事前学習について
（テキスト・参考書等）

授業の到達目標

科目名 ブライダルコーディネート技能検定Ⅱ 科目コード

授業形態 講義 開設期 半期

区分 必修 教員実務経験対象 有



シラバス2023

単位数 1

対象学生 1年生

開設時期 前期

回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合

◎ ○ 50

◎ ○ ◎ 30

◎ ○ ◎ 10

○ 10

評価なし

評価なし

○ 欠格条件

担当教員 実務経験紹介

定期試験 S(４):90点以上

小テスト A(３):80点以上

宿題授業外レポート B(２):70点以上

授業態度 C(１):60点以上

國定　章子 https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/kunisada/

発表・作品 D:59点未満　未修得

演習 　

出席

これからのホスピタリティ マニュアルプラスのホスピタリティ　教育現場からホスピタリティを展望すると

期末試験の実施 期末試験の実施

成績評価方法

単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
成績点７０％、提出物＆授業態度点２０％、出席点１０％を換算して総合評価を行う。

成績評価基準

異業種間で生かされるホスピタリティ・マインド お客様相談室の機能

国境を越えて生かせるホスピタリティ・マインド 世界各地の特色あるホスピタリティ　経済観念とホスピタリティマインド 1月0日

国境を越えて生かせるホスピタリティ・マインド 日本文化とホスピタリティ

ホスピタリティ・マインドを組織として生かすには 社会貢献的マインド　ホテル、一般企業や団体でのマインド

ホスピタリティ・マインドを組織として生かすには ＣＳ　コンプライアンス　クレドとマニュアル　公共機関とホスピタリティ

お金とホスピタリティ・マインド チップ制とサービス料制

ホスピタリティ・マインドを個人として生かすには ホスピタリティ・コミュニケーションとは

ホスピタリティ・マインドを個人として生かすには ホスピタリティと「言葉」

ホスピタリティ・マインドを個人として生かすには コミュニケーション上手になる秘訣

ホスピタリティ・マインドとは・マインドと人間行動
の特質

6種類の心　三種類の力　必要とされる協調的・行動的な特質

ホスピタリティ・マインドが生きるＴＰＯと５Ｗ１Ｈ 時　場所　場面　誰が　何を　いつ　どこで　どうして　どんなふうに

ホスピタリティ・マインドが生きるＴＰＯと５Ｗ１Ｈ 時　場所　場面　誰が　何を　いつ　どこで　どうして　どんなふうに

授業計画（全体）

基本的な知識を修得し応用実践に発展する。

授業計画（授業単位）

主　題 授　業　内　容 備考

ホスピタリティ・マインドとは マインドと♡　ホスピタリティとサービス　最低限のホスピタリティ実践項目

□ 知識・理解の観点 １．学んだ事を説明できる。　　　２．学んだ領域の概要と課題を説明できる

□ 思考・判断の観点 授業で取り上げた各領域について自分の意見を論理的に述べることができる

□ 関心・意欲の観点 ホスピタリティに関する関心を広げ，問題意識を高めることができる

□ 態度の観点 日常生活の中でホスピタリティについて主体的に考えることができる

□ 技能・表現の観点

授業概要
（目的、目標とする資格・検定
等）

今、我が国では広く社会全体で”心の教育”への注目度が高まっています。また、多くの企業や組織では、相手の立場に立って、心から相手のことを考えて
行動する「ホスピタリティ」を、CS(顧客満足)の向上に役立てようとする取り組みがなされています。この授業では相手の立場に立ったコミュニケーションや気
遣い、共創やそのための職場環境、顧客満足などを学びます。

授業の一般目標 ホスピタリティのＴＰＯと５Ｗ１Ｈを理解し人間行動に結び付ける。各テーマに沿った小論文を作成する事ができる

受講条件 出席率８０％以上が前提となる。

事前学習について
（テキスト・参考書等）

授業の到達目標

科目名 現代ホテル理論Ⅰ 科目コード

授業形態 講義 開設期 半期

区分 必修 教員実務経験対象 有



シラバス2023

単位数 2

対象学生 １年生

開設時期 後期

回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合

◎ ○ ○ 25

◎ ○ 40

◎ ○ ◎ ○ ○ 35

○ 失格条件

担当教員 実務経験紹介國定　章子 https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/kunisada/

授業態度 可　（Ｄ）：69点～60点

発表・作品 不可（Ｅ）:59点以下

演習 　

出席

リアルウェディング（リハーサル編）
各パートごとの練習や準備を一同に集め、繰り返しリハーサルを行い情報共有、内容改
善を繰り返す

リアルウェディング（リハーサル編）
各パートごとの練習や準備を一同に集め、繰り返しリハーサルを行い情報共有、内容改
善を繰り返す

リアルウェディング（リハーサル編） 職員を招き、本番想定のリハーサルを実施

宿題授業外レポート 良　（Ｂ）：79点～70点

リアルウェディング（リハーサル編） 本番に備えた最終準備・リハーサル 1月0日

リアルウェディング実施 準備から本番、お見送りまで当日の運営を全て学生達で行う レポート提出

成績評価方法

単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
発表内容に関するレポート提出、準備姿勢、発表当日の完成度に、出席点を換算して総合評価を行う。

成績評価基準

定期試験 秀　(Ｓ）：100点～90点

小テスト 優　（A）：89点～80点

リアルウェディング（打合せ編） ゲストとの打合せ実践を行う（複数回実施予定） レポート提出

リアルウェディング（リハーサル編）
各パートごとの練習や準備を集約し、繰り返しリハーサルを行い情報共有、内容改善を繰
り返す

打合せ内容の共有、当日スケジュール確定、備品類準備、当日サービス配置確定などリアルウェディング（準備編）

基本的な知識を修得し応用に発展する

各担当ごとに、準備・練習を行い
都度情報の共有を行う

リアルウェディング（準備編）
進行内容確定（全体）、進行に添った司会台本の作成と練習、
音響照明、カメラの練習と準備

リアルウェディング（準備編）

授業計画（授業単位）

主　題 授　業　内　容

会場レイアウト及び装飾の確定、装飾作成、席次表作成

リアルウェディング（準備編） ドレス提案と着、ヘアメイク提案と施術、ブーケ、ヘアード提案と作成

備考

リアルウェディング

事前学習について
（テキスト・参考書等）

概要説明・役割分担・完成までの準備スケジュールの確定

リアルウェディング（準備編） テーマについて（全体）、招待状・席札・席次等のデザインと作成

□ 関心・意欲の観点 授業で学んだ知識を積極的に取り入れた進行を行える

□ 態度の観点 プロのプランナーと同等のマナーで参列者や他の学生に対応する事ができる

□ 技能・表現の観点 司会、音響、衣裳などそれぞれ与えられた役割を円滑にこなす事ができる

授業計画（全体）

科目名 ブライダルプロデュースⅠ 科目コード

授業形態 実習 開設期

□ 思考・判断の観点 準備及び本番の時間管理を行いながら、オリジナルの披露宴と挙式を実行する事ができる

通期

区分 必修 教員実務経験対象 有

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

学内でオープンキャンパスを通して模擬披露宴を行い、現場の緊張感やチームワークを学ぶ。リアルウェディング（本物の結婚式）の場合もある。
また、ブライダルに携わる業務全てを学生時代から経験する事で、プランナーとして通用する人となる事を目指す

挙式や披露宴の進行やあらゆる演出について説明が出来る

授業の一般目標 披露宴の打合せから施行までの基本対応を学び、学生達により実施する

受講条件 出席率８０％以上が前提となる



シラバス2023

単位数 2

対象学生 ２年生

開設時期 後期

回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合

◎ ○ ○ 25

◎ ○ 40

◎ ○ ◎ ○ ○ 35

○ 失格条件

担当教員 実務経験紹介國定　章子 https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/kunisada/

授業態度 可　（Ｄ）：69点～60点

発表・作品 不可（Ｅ）:59点以下

演習 　

出席

リアルウェディング（リハーサル編）
各パートごとの練習や準備を一同に集め、繰り返しリハーサルを行い情報共有、内容改
善を繰り返す

リアルウェディング（リハーサル編）
各パートごとの練習や準備を一同に集め、繰り返しリハーサルを行い情報共有、内容改
善を繰り返す

リアルウェディング（リハーサル編） 職員を招き、本番想定のリハーサルを実施

宿題授業外レポート 良　（Ｂ）：79点～70点

リアルウェディング（リハーサル編） 本番に備えた最終準備・リハーサル 1月0日

リアルウェディング実施 準備から本番、お見送りまで当日の運営を全て学生達で行う レポート提出

成績評価方法

単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
発表内容に関するレポート提出、準備姿勢、発表当日の完成度に、出席点を換算して総合評価を行う。

成績評価基準

定期試験 秀　(Ｓ）：100点～90点

小テスト 優　（A）：89点～80点

リアルウェディング（リハーサル編）
各パートごとの練習や準備を集約し、繰り返しリハーサルを行い情報共有、内容改善を繰
り返す

リアルウェディング（準備編） 打合せ内容の共有、当日スケジュール確定、備品類準備、当日サービス配置確定など

リアルウェディング（打合せ編） ゲストとの打合せ実践を行う（複数回実施予定） レポート提出

リアルウェディング（準備編） 会場レイアウト及び装飾の確定、装飾作成、席次表作成

□ 技能・表現の観点 司会、音響、衣裳などそれぞれ与えられた役割を円滑にこなす事ができる

授業計画（全体）

基本的な知識を修得し応用に発展する

リアルウェディング（準備編）
進行内容確定（全体）、進行に添った司会台本の作成と練習、
音響照明、カメラの練習と準備

各担当ごとに、準備・練習を行い
都度情報の共有を行う

授業計画（授業単位）

主　題 授　業　内　容

リアルウェディング（準備編） テーマについて（全体）、招待状・席札・席次等のデザインと作成

リアルウェディング（準備編） ドレス提案と着、ヘアメイク提案と施術、ブーケ、ヘアード提案と作成

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 

備考

リアルウェディング 概要説明・役割分担・完成までの準備スケジュールの確定

挙式や披露宴の進行やあらゆる演出について説明が出来る

□ 思考・判断の観点 準備及び本番の時間管理を行いながら、オリジナルの披露宴と挙式を実行する事ができる

□ 態度の観点 プロのプランナーと同等のマナーで参列者や他の学生に対応する事ができる

□ 関心・意欲の観点 授業で学んだ知識を積極的に取り入れた進行を行える

授業の一般目標 本物の結婚式と披露宴を、打合せから施行まで全てを学生主導で行う。

受講条件 出席率８０％以上が前提となる

事前学習について
（テキスト・参考書等）

科目名 ブライダルプロデュースⅡ 科目コード

授業形態

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

学内でリアルウェディング（本物の結婚式）を行い、現場の緊張感やチームワークを学ぶ。
また、ブライダルに携わる業務全てを学生時代から経験する事で、プランナーとして通用する人間になる

実習 開設期 通期

区分 必修 教員実務経験対象 有



シラバス2023

単位数 2

対象学生 １年生

開設時期 前期

回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合

評価なし

評価なし

◎ ○ ○ 20

○ ◎ ◎ 30

○ ○ ◎ ◎ ◎ 50

評価なし

○

担当教員 実務経験紹介

出席

國定　章子 https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/kunisada/

授業態度 可　（Ｄ）：69点～60点

発表・作品 不可（Ｅ）:59点以下

定期試験 秀　(Ｓ）：100点～90点

模擬挙式リハーサル 本番同様　全てを通し準備 7月19日

音響・照明について

演習 　

宿題授業外レポート 良　（Ｂ）：79点～70点

本番同様　全てを通して行う

本番想定のリハーサルを行う

成績評価基準

単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
発表内容に関するレポート提出、準備姿勢、発表当日の完成度に、出席点を換算して総合評価を行う。

期末テスト実施（模擬挙式　本番）

小テスト 優　（A）：89点～80点

オリエンテーション 授業の概要、模擬挙式までのスケジュールを説明、挙式について 4月12日

成績評価方法

　模擬挙式準備

　模擬挙式準備

4月19日

プランニングの発表・模擬挙式進行の決定 役割の決定・進行詳細決定 4月26日

音響・照明技術について学ぶ 6月14日

5月31日

模擬挙式　本番 7月２１日（金）　３，４限

進行の詳細（司会台本の作成）・必要準備アイテムについて考える 5月10日

役割分担を行い、各自スケジュールを組み立てる、準備 5月17日

音響・照明技術について学ぶ

音響・照明について

6月7日

7月12日

音響・照明について

模擬挙式リハーサル

模擬挙式リハーサル

模擬挙式準備 各役割ごとの準備や練習を行う 5月24日

模擬挙式準備 各役割ごとの準備や練習を行う

テーマ確定 テーマウエディングについて　挙式のテーマを決める

模擬挙式準備 各役割ごとの準備や練習を行う

音響・照明技術について学ぶ

7月5日

6月21日

6月28日

□ 関心・意欲の観点 授業で学んだ知識を積極的に取り入れた挙式を行える

授業の一般目標 模擬挙式を、ブライダル科2年生・先生方をお客様とし実施する

受講条件 出席率８０％以上が前提となる

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 

主　題 授　業　内　容 備考

基本的な知識を修得し応用に発展する

挙式の進行やあらゆる演出について説明が出来る

□ 思考・判断の観点 準備及び本番の時間管理を行いながら、オリジナルの挙式を実行する事ができる

□ 態度の観点 プロのプランナーと同等のマナーで参列者や他の学生に対応する事ができる

□ 技能・表現の観点 司会、音響、衣裳などそれぞれ与えられた役割を円滑にこなす事ができる

授業計画（全体）

授業計画（授業単位）

区分 必修 教員実務経験対象 有

事前学習について
（テキスト・参考書等）

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

模擬挙式の企画・立案・施行の全てを学生達で行い、ブライダルに関わるスタッフのそれぞれの役割や、チームワークを学ぶ。

科目名 セレモニープロデュースⅠ 科目コード

授業形態 実習 開設期 通期



シラバス2023

単位数 2

対象学生 ２年生

開設時期 前期

回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合

◎ ○ 15

◎ ○ ○ 10

◎ ○ 30

◎ ○ ◎ ○ ○ 45

○

担当教員 実務経験紹介國定　章子 https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/kunisada/

授業態度 可　（Ｄ）：69点～60点

発表・作品

定期試験 秀　(Ｓ）：100点～90点

小テスト 優　（A）：89点～80点

不可（Ｅ）:59点以下

演習 　

宿題授業外レポート 良　（Ｂ）：79点～70点

出席

単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
発表内容に関するレポート提出、準備姿勢、発表当日の完成度に、出席点を換算して総合評価を行う。

模擬披露宴実施 模擬披露宴の実施 ７月２９日（金）

成績評価方法

成績評価基準

６月１７日（金）

模擬披露宴リハーサル 動きを確認しながらリハーサルを行う ６月２４日（金）

７月１日（金）

模擬披露宴リハーサル

模擬披露宴リハーサル/模擬披露宴準備

　 当日ｽｹｼﾞｭｰﾙの最終確認

    客入りから迎賓までの動きを確認しながら通しリハーサルを繰り返す

７月２２日（金）

７月２８日（木）

模擬披露宴リハーサル

リハーサルを通じて、改善・修正をする　各グループで役割確認

　 通しリハーサルを行い、動きの確認をする

７月８日（金）

７月１５日（金）

模擬披露宴リハーサル

模擬披露宴準備 装飾や新郎新婦イメージの確定・招待状のデザイン確定 ５月１３日（金）

模擬披露宴準備 招待者リストアップ・招待状の作成

模擬披露宴リハーサル/模擬披露宴準備 リハーサルを通じて、改善・修正をする　各グループで役割・仕上がりを再確認

模擬披露宴準備 会場レイアウトを確定し、装飾品や新婦のブーケなどの準備を行う ６月３日（金）

模擬披露宴準備 各役割ごとの準備や練習を行う ６月１０日（金）

模擬披露宴準備 各役割ごとの準備や練習を行う

５月２０日（金）

模擬披露宴準備 進行表の完成→BGM・司会進行準備を開始する ５月２７日（金）

授業計画（授業単位）

主　題 授　業　内　容 備考

オリエンテーション　　テーマ・スケジュールの確
定

授業の概要を説明、テーマを発表し、完成までのスケジュールを確認する

テーマに沿ったプレゼン準備 各自テーマに合わせての披露宴プランを作成 ４月２２日（金）

４月１５日（金）

基本的な知識を修得し応用に発展する

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 披露宴の進行やあらゆる演出について説明が出来る

□ 思考・判断の観点 準備及び本番の時間管理を行いながら、オリジナルの披露宴を実行する事ができる

□ 関心・意欲の観点 授業で学んだ知識を積極的に取り入れた披露宴を行える

□ 技能・表現の観点 司会、音響、衣裳などそれぞれ与えられた役割を円滑にこなす事ができる

授業計画（全体）

□ 態度の観点 プロのプランナーと同等のマナーで参列者や他の学生に対応する事ができる

科目名 セレモニープロデュースⅡ 科目コード

授業形態

事前学習について
（テキスト・参考書等）

実習 開設期 通期

区分 必修 教員実務経験対象 有

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

模擬挙式から披露宴までの企画・立案・施行の全てを学生達で行い、ブライダルに関わるスタッフのそれぞれの役割を理解して、
ブライダルプランナーになる意識を高める

授業の一般目標 保護者や学生、内定先の企業様をお招きして、挙式から模擬披露宴を実施する。

受講条件 出席率８０％以上が前提となる



シラバス2023

単位数 1

対象学生 2年生

開設時期 前期

回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合

〇 ◎ 〇 ◎ 30

〇 ◎ 20

〇 ◎ ◎ 〇 20%

◎ 〇 ◎ 〇 〇 30

○ 欠格条件

担当教員 実務経験紹介

定期試験 秀　(Ｓ）：100点～90点

小テスト 優　（A）：89点～80点

宿題授業外レポート 良　（Ｂ）：79点～70点

出席

國定　章子 https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/kunisada/

授業態度 可　（Ｄ）：69点～60点

発表・作品 不可（Ｅ）:59点以下

演習 　

成績評価方法

単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
研修内容に関するレポート提出、準備姿勢、研修に取り組む姿勢に、出席点を換算して総合評価を行う。

成績評価基準

打合せの基礎②

打合せの演習

打合せの基礎③

打合せの演習

イメージトレーニング①

イメージトレーニング②

１年生の新規接客をお客様役として接客を受ける・振り返り

6月29日

7月6日

結婚式の準備について 結婚式本番までの打ち合わせの流れについてレクチャーを受ける（アイネス宝ヶ池様） 4月20日

打合せの基礎① 招待状とは・招待状の内容について知る 5月18日

プランニング①

プランニング②

　新規接客を受ける

席次表とは・席次表の内容について知る

席次表打ち合わせの演習

進行・演出の内容について知る

進行に関する打ち合わせの演習

様々なテーマをピックアップし、どのような提案ができるか話し合う

様々なテーマをピックアップし、どのような提案ができるか話し合う

実際にテーマに沿って結婚式をプランニングする

授業概要・結婚式のイメージ・結婚式という商品について 4月13日

打合せの演習 招待状打ち合わせの演習 5月25日

ブライダルアイテム ブライダルアイテムについての理解を深める 5月11日

実際にテーマに沿って結婚式をプランニングする

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

授業計画（全体）

7月13日

7月20日

9月7日

6月1日

6月8日

6月15日

6月22日

□ 思考・判断の観点 結婚式や披露宴においてプランナーとして必要な対応や準備手順がわかる

□ 関心・意欲の観点 ブライダルプランナーに関する関心を広げ、業界の問題意識を高めることができる

□ 態度の観点 日常生活の中でブライダルについて主体的に考えることができる

結婚式場について
実際に結婚式に足を運び施設についてやプランナー業務について学ぶ（アイネス宝ヶ池
様）

4月20日

基本的な知識を修得し応用実践に発展する。

授業計画（授業単位）

主　題 授　業　内　容 備考

ガイダンス

プランナーにおける結婚式当日までの打ち合わせの流れを知る。また実際に打ち合わせ内容について説明ができるようにロープレを実施する。

科目名 ブライダルプランニング演習 科目コード

授業形態 実習 開設期

□ 技能・表現の観点 お客様に対して打ち合わせの内容について理解できるように説明ができる

出席率８０％以上が前提となる

事前学習について
（テキスト・参考書等）

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 １．学んだ事を説明できる。　　　２．学んだ領域の概要と課題を説明できる

授業の一般目標 プランナーにおける結婚式当日までの打ち合わせの流れを知り、プランニング能力の向上を図る。

受講条件

区分 必修 教員実務経験対象 有

半期



シラバス2023

単位数 1

対象学生 ２年生

開設時期 後期

回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合

◎ ○ 50

◎ ○ ◎ 30

◎ ○ ◎ 10

○ 10

評価なし

評価なし

○ 欠格条件

担当教員 実務経験紹介

出席

國定　章子 https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/kunisada/

授業態度 C(１):60点以上

発表・作品 D:59点未満　未修得

演習 　

成績評価方法

単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
成績点７０％、提出物＆授業態度点２０％、出席点１０％を換算して総合評価を行う。

成績評価基準

定期試験 S(４):90点以上

小テスト A(３):80点以上

宿題授業外レポート B(２):70点以上

リアルウェディングリーフの作成 リーフ作成

リアルウェディングリーフの作成 リーフ作成

リアルウェディングリーフの作成 リーフ作成

1月0日

キャッチコピーを考える② 実際に例題を用いてキャッチコピーを作成する

テキスト構成を考える 見やすいフォント、テキストの構成を学ぶ

リーフ作成のための素材集め リーフ作成に必要な素材を集める

リーフ作成のための素材集め リーフ作成に必要な素材を集める

リアルウェディングリーフの作成 リーフ作成

顧客について分析する① 身近な題材を用いてペルソナを理解し顧客を分析する

顧客について分析する② リアルウェディングを希望する顧客はどのような顧客かペルソナを用いて分析する

キャッチコピーを考える① あらゆる企業の有名なキャッチコピーを知り、キャッチコピーの考え方作り方を学ぶ

広告と宣伝の違いを理解する
広告と宣伝の違いを理解し、どのように広告宣伝をしていけばリアルウェディングの顧客
を集客できるかブレストディスカッションを行う

環境やサービス内容を分析する①　 身近な題材を用いてＳＷＯＴ分析を理解する

環境やサービス内容を分析する②　
ＳＷＯＴ分析を理解し現在の取り巻く環境やリアルウェディングの強み弱みを改めて分析
する

授業計画（全体）

基本的な知識を修得し応用実践に発展する。

授業計画（授業単位）

主　題 授　業　内　容 備考

ブライダル業界の広告宣伝費を理解する
ブライダル業界の広告宣伝費はどのくらいかかるのか？大手企業の広告宣伝費を参考
に売り上げから広告宣伝費の割合を知る

□ 知識・理解の観点 学んだ事を説明できる。２．学んだ領域の概要と課題を説明できる

□ 思考・判断の観点 授業で取り上げた各領域について自分の意見を論理的に述べることができる

□ 関心・意欲の観点 ブライダル業界の広告について関心を広げ，問題意識を高めることができる

□ 態度の観点 ブライダル業界の広告について主体的に考えることができる

□ 技能・表現の観点

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

ブライダル業界で大きく費用のかかる宣伝広告費を理解しながら、マーケティング手法を学びリアルウェディングのリーフを作成する事で集客につなげる。

授業の一般目標 宣伝広告費を理解する。ビジネスフレームワークを理解する。リーフ作りに必要なキャッチコピーの作り方を理解する。

受講条件 出席率８０％以上が前提となる。

事前学習について
（テキスト・参考書等）

授業の到達目標

科目名 ブライダル広告研究 科目コード

授業形態 実習 開設期 半期

区分 必修 教員実務経験対象 有



シラバス2023

単位数 2

対象学生 ２年生

開設時期 前期

回

第1週

第2週

第3週

第4週

第5週

第6週

第7週

第8週

第9週

第10週

第11週

第12週

第13週

第14週

第15週

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合

◎ ○ 50

◎ ○ ◎ 30

◎ ○ ◎ 10

○ 10

評価なし

評価なし

○ 欠格条件

担当教員 実務経験紹介 https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/

発表・作品 D:59点未満　未修得

演習 　

出席

福本 真弓

成績評価基準

定期試験 S(４):90点以上

小テスト A(３):80点以上

宿題授業外レポート B(２):70点以上

授業態度 C(１):60点以上

試験直前模試

期末試験

筆記とメイク実習

全体の期末試験

メイクセラピーの実習（メイク）

成績評価方法

単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
成績点７０％、提出物＆授業態度点２０％、出席点１０％を換算して総合評価を行う。

1月0日

カラーが人に与える印象

カラーの効果

印象分析

傾聴の意味

色の効果や光の効果

カラーが人に与える印象、その使い方

印象をコントロールし自分のコンプレックスを克服する

クライアントの話の聴き方。その動作や実際の動き

メイクセラピーの実習（メイク）

心理学の基本的な知識

リップやチーク、アイシャドウの色の持つ効果

メイク実習

メイク実習

罪悪感など人間の心理を学び、クライアントの軽重ができる

リップ・アイシャドー・チークなど色の使い方で印象管理

相モデルにて顔の分析

円心・求心をどのように矯正するか

授業計画（授業単位）

備考

□ 態度の観点 日常生活の中でメイクセラピーについて主体的に考えることができる

□ 技能・表現の観点

授業計画（全体）

メイクセラピーにおける顔の成り立ち

メイクセラピーにおける顔の成り立ち

自分の顔分析

アイシャドーなどの使い方

円心・求心

円心・求心が他人から見た時の印象

基本的な知識を修得し応用実践に発展する。

主　題

メイクセラピーの意味

授　業　内　容

オリエンテーション

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 １．学んだ事を説明できる。　　　２．学んだ領域の概要と課題を説明できる

□ 思考・判断の観点 授業で取り上げた各領域について自分の意見を論理的に述べることができる

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

花嫁様の披露宴での心理的なストレスを和らげるメイクセラピーの技術を身につける。

□ 関心・意欲の観点 メイクセラピーに関する関心を広げ，問題意識を高めることができる

授業の一般目標 メイクセラピスト２級合格を目指し、セラピストの知識として花嫁様に傾聴・アドバイスができる

受講条件 出席率８０％以上が前提となる。

事前学習について
（テキスト・参考書等）

科目名 メイクセラピー 科目コード

授業形態 実習 開設期 半期

区分 必修 教員実務経験対象 有



シラバス2023

単位数 1

対象学生 １年生

開設時期 後期

回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合

◎ ○ 50

◎ ○ ◎ 30

◎ ○ ◎ 10

○ 10

評価なし

評価なし

○ 欠格条件

担当教員 実務経験紹介 https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/kunisada/

発表・作品 D:59点未満　未修得

演習 　

出席

國定 章子

成績評価基準

定期試験 S(４):90点以上

小テスト A(３):80点以上

宿題授業外レポート B(２):70点以上

授業態度 C(１):60点以上

発表に向けてのリハーサル

プレゼンテーション発表と振り返り

グループワーク

成績評価方法

単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
成績点７０％、提出物＆授業態度点２０％、出席点１０％を換算して総合評価を行う。

1月0日

聴衆に好感を持たれる話し方の基本

バーバル表現

ノンバーバル表現

身近なプレゼンテーション

聴衆に好感を持たれる話し方の基本を学ぶ

聴衆に好感を持たれる態度、演出法

聴衆に好感を持たれる態度、演出法

スピーチ・フリートーク

学校生活について話してみよう

ディベート理論

ディベート基礎

ディベート基礎

ディベート演習

インタビューをしてみよう

会議と司会をしてみよう

聞き手の分析や目的の明確化

プラン作成やツールについて

授業計画（授業単位）

備考

□ 態度の観点 日常生活の中でプレゼンテーションについて主体的に考えることができる

□ 技能・表現の観点

授業計画（全体）

コミュニケーションとプレゼンテーション

プレゼンテーションの目的

プレゼンテーション準備と流れ１

プレゼンテーション準備と流れ２

コミュニケーションとプレゼンテーションの違いについて

紹介のプレゼンテーション

基本的な知識を修得し応用実践に発展する。

主　題

プレゼンテーションとは

授　業　内　容

プレゼンテーションの種類と定義について

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 １．学んだ事を説明できる。　　　２．学んだ領域の概要と課題を説明できる

□ 思考・判断の観点 授業で取り上げた各領域について自分の意見を論理的に述べることができる

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

プレゼンテーションを行なうために必要な基本的な事柄を学ぶ。　プレゼンテーションの意義・目的、内容、進め方、ツールの活用など、基礎を学ぶと同時
に、話し方などの口頭表現、身体表現を中心とした演習を行なう。

□ 関心・意欲の観点 プレゼンテーションに関する関心を広げ，問題意識を高めることができる

授業の一般目標
プレゼンテーション能力の養成・向上を目指して、基本的な知識を修得し、さまざまな場面で自分の考えをしっかり相手に伝える積極的な意思表現ができる
ようになる。

受講条件 出席率８０％以上が前提となる。

事前学習について
（テキスト・参考書等）

科目名 プレゼンテーション・ディベート学Ⅰ 科目コード

授業形態 講義 開設期 半期

区分 必修 教員実務経験対象 有



シラバス2023

単位数 1

対象学生 ２年生

開設時期 前期

回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合

◎ ○ 50

◎ ○ ◎ 30

◎ ○ ◎ 10

○ 10

評価なし

評価なし

○ 欠格条件

担当教員 実務経験紹介 https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/kunisada/

発表・作品 D:59点未満　未修得

演習 　

出席

國定 章子

成績評価基準

定期試験 S(４):90点以上

小テスト A(３):80点以上

宿題授業外レポート B(２):70点以上

授業態度 C(１):60点以上

ディベート実習

期末テスト

自らが現代社会において必要なテーマを探求し、討論する

１から１４回目の内容で期末テスト実施

自らが現代社会において必要なテーマを探求し、討論する

成績評価方法

単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
成績点７０％、提出物＆授業態度点２０％、出席点１０％を換算して総合評価を行う。

ディベートの方法

知的基礎をつける

ディベート力を生かす

ディベート実習

議論の設定、持論の整理

知識の収集方法、考え方や話し方

どの様な場面で生かせるのか

「今後日本の結婚式は無くなっていく」

「日本は救急車を有料化するべきである」

ディベート実習

ディベート実習

ディベート実習

ディベート実習

「今後日本の結婚式は無くなっていく」

「日本は救急車を有料化するべきである」

プレゼンのフィードバック　課題への取り組み

ディベートの考え方、定義

授業計画（授業単位）

備考

□ 態度の観点 日常生活の中でプレゼンテーションについて主体的に考えることができる

□ 技能・表現の観点

授業計画（全体）

 コミュニケーションとプレゼンテーション

課題のプレゼンを行う

発表したプレゼンのフィードバック

ディベートとは？

模擬披露宴に向けてのプレゼン準備

再構築したプレゼン発表を

基本的な知識を修得し応用実践に発展する。

主　題

 コミュニケーションとプレゼンテーション

授　業　内　容

1年後期の振り返り 　　模擬披露宴に向けてのプレゼン準備

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 １．学んだ事を説明できる。　　　２．学んだ領域の概要と課題を説明できる

□ 思考・判断の観点 授業で取り上げた各領域について自分の意見を論理的に述べることができる

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

プレゼンテーションを行なうために必要な基本的な事柄を学ぶ。　プレゼンテーションの意義・目的、内容、進め方、ツールの活用など、基礎を学ぶと同時
に、話し方などの口頭表現、身体表現を中心とした演習を行なう。

□ 関心・意欲の観点 プレゼンテーションに関する関心を広げ，問題意識を高めることができる

授業の一般目標
プレゼンテーション能力の養成・向上を目指して、基本的な知識を修得し、さまざまな場面で自分の考えをしっかり相手に伝える積極的な意思表現ができる
ようになる。

受講条件 出席率８０％以上が前提となる。

事前学習について
（テキスト・参考書等）

科目名 プレゼンテーション・ディベート学Ⅱ 科目コード

授業形態 講義 開設期 半期

区分 必修 教員実務経験対象 有



シラバス2023

単位数 1

対象学生 １年生

開設時期 前期

回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合

◎ ○ ◎ 30

◎ ◎ ○ ○ 40

○ ○ 20

○ ○ 10

評価なし

○ 欠格条件

担当教員 実務経験紹介

科目名 ブライダル企業研究 科目コード

授業形態 講義 開設期 半期

授業概要
（目的、目標とする資格・検定等）

婚礼会場はどのような場所にあるのか、そこではどのような仕事があるのか、関連業種などについて調べる。インターンシップの事前学習も行う。
ブライダル業界をプレ・当日、新生活部分に分けて様々な角度から検討し、理解を深める。

授業で取り上げたブライダル関連企業ついて自分の意見を論理的に述べることができる。

□ 関心・意欲の観点 ブライダルに関する関心を広げ、業界の問題意識を高めることができる。

□ 態度の観点 日常生活の中でブライダル業界について主体的に考えることができる

□ 技能・表現の観点

区分 必修 教員実務経験対象 有

就活ナビノート

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 １．ブライダル業界とは何かについて説明できる。　　　２．ブライダル業界の各領域の概要と課題を説明できる。

□ 思考・判断の観点

事前学習について
（テキスト・参考書等）

授業の一般目標
ブライダル業界を調べる事によって業界内の様々な職種を知る。また、そこで求められる人物像、知識などを各自が明確にイメージすることによって学習意
欲を高める。

受講条件 出席率８０％以上が前提となる。

4月25日

5月9日

ゲストハウス・ホテルウェディングの違い

ブライダル企業の特徴①

ゲストハウス・ホテル　各施設でのウェディングをイメージし自分の将来像を考える

ブライダル企業について調べる

授業計画（全体）

授業計画（授業単位）

備考

4月18日

主　題

ガイダンス

授　業　内　容

ブライダル業界の現状と将来展望　関連職種

基本的な知識を修得し応用に発展する

5月30日

6月12日

企業研究②

施設視察①

施設視察②

ブライダル企業について知識を深める

自分の興味のある職種・企業について

ブライダルフェア（THE GARDEN ORIENTAL OSAKA）に参加　多くの企業に出会う

5月16日

5月23日

ブライダル企業の特徴②

企業研究①

自分の将来と就職について

自分の興味のある職種・企業について

インターンシップについて

インターンシップ先の企業研究

リーガロイヤル京都　各セクションの役割や施設について学ぶ

リーガロイヤル京都　各セクションの役割や施設について学ぶ

インターンシップ先での働き方やマナーについて

ブライダルフェア（THE GARDEN ORIENTAL OSAKA）に参加　多くの企業に出会う

振り返りを行う　自身の興味のある分野を引き出す

6月27日

6月27日

施設視察③

施設視察④　振り返り

6月12日

6月20日

成績評価基準

定期試験 S(４):90点以上

小テスト A(３):80点以上

まとめとインターンに向けての心構え

まとめとインターンに向けての心構え

これまでのまとめとその業界に求められる人物像などについてディスカッションを行う

インターシップの事前学習、お礼状や履歴書の準備など

成績評価方法

単位認定　総合成績６０点、出席率８０％以上
成績点(レポート・小テスト）７０％、授業態度点２０％、出席点１０％を換算して総合評価を行う。

宿題授業外レポート B(２):70点以上

授業態度 C(１):60点以上

https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/kunisada/

発表・作品 D:59点未満　未修得

演習 　

出席

國定　章子


